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　スコットランドの言語と文学を通して、ナショナル・アイデンティティーの在り方につい
て研究しています。イギリスからの独立の是非を問うスコットランドの住民投票（2014年9
月）、イギリス総選挙（2015年5月）、EU残留・離脱を問う住民投票（2016年6月）などの際には
日本でも高い関心が寄せられました。イギリスという国を理解するにはその地域性を重視す
る必要がありますが、スコットランド独自の言語文化が歴史的背景と共に深く理解されるに
は至っていません。スコッツ語やスコットランド・ゲール語という英語以外の地域言語・少
数言語の存在に焦点を当て、ヨーロッパの言語政策と照らし合わせながら、言語の社会的地位
の向上や使用領域の拡大などを目指す取り組みを考察しています。

地域言語・少数言語の辞書編纂や学校教育に注目しています。
ヨーロッパにおけるイギリスの位置づけと多文化共生を視野に入れて研究しています。

スコットランド，スコッツ語，スコットランド・ゲール語，
ナショナル・アイデンティティー

国際言語文化学科　米山 優子
スコットランドの言語／文学とナショナル・アイデンティティー
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